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 富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１ 取組み期間     令和 6年4月1日（宣言日又は令和6年4月1日）〜令和7年3月31日

２ 取組みの実施状況

№

※宣言日(ウェブサイト掲載日）から３か月に満たない場合は、翌年度からの報告となります。

富山県SDGs宣言実施状況報告書

記

2

【目標】
IoT技術で社会インフラの維持管理や都市計画に貢献する

【実施状況】
・センサーによるモニタリングを活用して、社会インフラの劣化や異常を検出し、維持管理の効率化を図った。
・水位センサーで豪雨や台風などによる河川の増水・氾濫の危険箇所を監視し、災害対策など都市計画に役立て
ている。
・AI画像解析による交通量調査を行い、都市計画のデータとして活用している。

令和7年4月30日

3

【目標】
健康経営で社員がやりがいをもっていきいきと働ける環境をつくる

【実施状況】
・女性技術員1名増員。
・有給取得率が、2021年76.3％ 2022年88.3％ 2023年89.3％ 2024年 83.0%であった。総じて高水準を、継続していく。
・年間休日は、2022年 111日、2023年 113日、2024年 115日と年2日ずつ増加している。
・ストレスチェックの対象全員の100％受検。
・メンター制度を見直し、メンティ1名にに対し2名のメンターを設置、月1回の面談日を設定。

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況

1

【目標】
社会インフラの維持管理の効率化に貢献する

【実施状況】
・協力会社とパートナーシップを結び、技術力向上のため、出向者を受け入れ技術交流を図った。
・社会インフラの安全を確保するため、電磁波レーダを使用した道路の空洞調査をおこなった。
・水力発電や風力発電等の再生可能エネルギー発電施設の点検を実施し、クリーンエネルギーの安定供給に寄
与した。


